
地域まちづくり推進協議会について 

 

１  地域まちづくり推進協議会の設置について 

少子高齢化や地域のつながりが希薄化するなか，これまでの行政主導の画一的なまちづくり

から，地域事情に応じた課題の共有や解決方法の検討，地域特性を生かした活性化などを行う

必要があります。 

そのような地域特性に応じた個性あるまちづくりを推進するため，地域で活動する様々な団体

が一堂に会し，地域で解決したい課題（地域課題）や解決策について意見交換するなど，住民の

視点から自由なまちづくりを進める場として，地域まちづくり推進協議会（以下「まち協」という。）を

設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  地域まちづくり推進協議会の設置と構成 

協議会は，市内を１５地域に区分し設置しており，主に次の団体で構成しています。 

 

 

 

 

 

 

３  地域まちづくり推進協議会の役割 

(1) 「地域のまちづくりの推進に関すること」 

・ 地域の現状，地域課題や地域の特色，魅力等について意見交換を行い，それらを地域の 

情報として共有化していくこと。 

 

〈主な構成団体〉 
地区市民委員会，地区社会福祉協議会，地区民生委員・児童委員協議会，商工関係団体（商
店街，商工会等），消防団，総合型地域スポーツクラブ，地域包括支援センター，農業関係団体
（JA 等），学校関係団体（学校・PTA 等），その他の地域活動団体など ※ 他に公募による委員
もあり。 
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(2) 「地域のまちづくりの支援に関すること」 

・ 地域課題やその解決方法について検討し，「まちづくり推進プログラム」としてまとめること。 

・ 地域課題の解決に取り組む地域団体やその支援策等について検討すること。 

 

４  地域課題の解決に向けた行政支援 

・ 地域で実施される事業には，市から補助金を交付します。 

(1) 対  象  まち協で検討した地域課題の解決のために実施する事業 

(2) 相手先  地域で活動する団体 

(3) 方 法  次の４つの補助事業で支援しています。 

   ① 主体的な地域づくり事業（各地域で主要課題に対する取組として実施する事業） 

・ Ｈ２９年度実績 ～ １地域あたり２０万円（各地域定額の助成） 

② 地域協働事業（地域提案型，①以外で各地域の提案により実施する事業） 

・ Ｈ２９年度実績 ～ 総額１４０万円 

  ③ 地域協働事業（行政提案型，市の提案により実施する事業） 

・ Ｈ２９年度実績 ～ 子どもの生活習慣づくり ２０万円，エコな地域づくり ３０万円 

地域除雪 ４０万円，子どもの居場所づくり ４５万円 

④ 地域づくりトライアル事業（地域づくり包括型補助金モデル） 

・ Ｈ２９年度実績 ～ 永山地域４０万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域まちづくり推進協議会のこれまでの経緯 

年度 経 緯 ， そ の 他 

H22 
・市内７支所に協議会設置（全７地域） 

・１地域当たりの補助金額（10 万円／１地域） 

H23 ・１地域当たりの補助金額の増額（20 万円/1 地域） 

H24 
・本庁５地域に協議会設置（全１２地域） 

・７支所にまちづくり相談窓口を設置 

H25 ・１地域当たりの補助金額の増額（30 万円/1 地域） 

H26 
・公民館連携モデル事業（協議会運営業務委託）の実施（春光台・鷹の巣地域） 

・地域分割の実施（東部→豊岡，東光，神楽→神楽，緑が丘）（全１４地域） 

H27 

・東部まちづくりセンター開設（豊岡，東光地域の事務局となる。） 

・拠点化モデル事業（協議会運営等業務委託）の実施（末広・春光地域における春光部会分） 

・補助金の細分化（各地域定額分のほか３種別導入） ※ 各地域定額分減額（20 万円/1 地域） 

H28 ・地域分割の実施（末広・春光→末広，春光）（全１５地域） 

H29 ・包括型補助金モデル事業の実施（永山地域） 

 

<地域の特性に応じた，地域課題への取組事例～H29 年度> 
① 地域の安全・安心に関する事業 

・気象台職員による出前講座や防災資機材の使用等を中心とした防災フェアの開催（北星） 
・土のう補充や再利用による整備事業の実施，保管場所等の周知（西神楽） 

② 地域の特色や魅力を発信する事業 
・地域の文化・史跡等をＰＲするマップの作成・配布（春光） 
・地域の名所「鬼斗牛山（三角山）」で，「北」の文字のライトアップを実施（東鷹栖） 

③ 健康増進や世代間交流に関する事業 
・子どもと高齢者を対象に「むかし遊び」など４つの交流イベントの開催（永山） 

  ・ゲームなどで子どもと様々な世代がふれあう交流イベントの開催（緑が丘） 


